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（１）で得られた微分方程式に )](exp[ ctxikAu  を代入して、 
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分散関係式に 0 を代入して、 
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①で求めた分散関係式より 
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（２）の結果より、  22 lkU  だから、 
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連立方程式⑨、⑩において、 0 BA 以外の解が存在するためには、 
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⑪、⑫を用いて、 
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2v は   tkxiBT   expRe と同符号である。 2v と 2T が同符号なので、 22Tv の符号

は正である。 
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2 は   tkxiBT   expRe と逆符号である。 2 と 2T が逆符号なので、 22T の符

号は負である。 


